
人文科学論叢　第５号（2024）79

熊
本
藩
の
在
中
瓦
葺
禁
止
令
と
江
藤
家
住
宅

三
　
澤
　
　
　
純

要
旨
（A

bstract

）

【
研
究
ノ
ー
ト
】

T
he K

um
am

oto D
om

ain’s B
an on Tile R

oofing in Japan and the E
to Fam

ily R
esidence

Jun M
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This paper explores the historical background of the construction of the Eto 

fam
ily residence, a nationally designated im

portant cultural property located in 

Shim
ojinnai, O

zum
achi, K

ikuchi-gun, K
um

am
oto Prefecture. The Eto fam

ily 

residence w
as severely dam

aged by the K
um

am
oto earthquake in A

pril 2016. Since 

that year, disaster restoration w
ork has been ongoing, continuing until 2023. The 

original m
anuscript of this article w

as w
ritten for publication in the “R

eport on 

the C
onservation and R

epair of the M
ain B

uilding of the Eto Fam
ily R

esidence 

and Six O
ther Im

portant C
ultural Properties (D

isaster R
estoration)” (The Japan 

C
ultural H

eritage C
onsultancy, June 2023) ; how

ever, as a result of the abstract 

being published in said report, the author has decided to expand upon and revise 

the original m
anuscript for subm

ission to this journal.

O
n beginning this study, the author researched the history of the Eto fam

ily 

and determ
ined that the house w

as built at a tim
e w

hen the Eto fam
ily w

as at the 

peak of its rise in social status. A
t the sam

e tim
e, attention w

as draw
n to the fact 

that the K
um

am
oto clan governm

ent had previously issued a ban on tile-thatching. 

This is because the Eto fam
ily residence w

as regarded as being outside the scope 

of this prohibition; thus, tiled roof construction w
as perm

itted.

In light of these circum
stances, in 1826, Sadanosuke  Eto subm

itted an 

application to the K
oshi county com

m
issioner, requesting perm

ission to build the 

Eto fam
ily residence w

ith a tiled roof, based first on “fire precautions” and, second, 

on “the diffi
culty of obtaining kaya (m

iscanthus sinensis) ,” and the application w
as 

actually approved. H
e pointed out that the reason for this w

as the close relationship 

betw
een the Eto fam

ily and the H
osokaw

a fam
ily, the lords of the K

um
am

oto 

dom
ain. W

e then concluded this study by referring to the degree of econom
ic 

developm
ent of the K

um
am

oto dom
ain society in the m

id-to-late m
odern period.
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す
る
た
め
に
︑
工
事
を
担
当
し
た
株
式
会
社
文
化
財
保
存
計
画
協
会
の
依
頼
で
︑

二
○
二
三
年
一
月
に
執
筆
し
た
拙
稿
で
あ
っ
た
︒
た
だ
﹃
報
告
書
﹄
の
編
集
作

業
過
程
で
︑
江
藤
家
住
宅
と
は
直
接
的
に
は
関
係
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
部
分

が
カ
ッ
ト
さ
れ
︑
結
果
的
に
は
抄
録
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
︒
カ
ッ
ト
さ
れ
た
の

は
︑
主
に
﹁
在
中
瓦
葺
禁
止
令
﹂
に
関
す
る
部
分
だ
っ
た
の
だ
が
︑
こ
れ
は
本

稿
の
題
目
に
も
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
︑
依
頼
原
稿
の
着
想
過
程
に
お
い
て
も
非

常
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
た
め
︑
増
補
・
改
訂
を
施
し
た
上
で
︑
こ

こ
に
そ
の
全
文
を
公
開
す
る
こ
と
に
し
た
︒

熊
本
地
域
の
近
世
史
・
近
代
史
研
究
に
お
い
て
︑
こ
の
禁
止
令
を
主
題
と
し

た
研
究
は
︑
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
た
め
︑
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
新
し
い
知

見
は
大
き
い
と
自
負
し
て
い
る
︒
な
お
本
稿
の
発
表
に
関
し
て
︑
文
化
財
保
存

計
画
協
会
に
承
諾
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
︒
そ
の
上
で
︑

次
ペ
ー
ジ
掲
載
の
【
図
１
】【
図
２
】
を
︑
い
ず
れ
も
﹃
報
告
書
﹄
か
ら
転
載

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
︑
本
論
に
入
る
こ
と
に
す
る
︒

一
、
江
藤
家
に
と
っ
て
の
文
化
・
文
政
期

本
稿
の
目
的
は
︑
文
政
九
年
︵
一
八
二
六
︶
に
建
築
申
請
が
行
わ
れ
た
江
藤

家
住
宅
を
通
し
て
︑
文
化
・
文
政
期
︵
以
下
︑
化
政
期
と
略
記
︶
の
熊
本
藩
領

に
お
け
る
地
域
社
会
と
藩
政
の
関
係
性
を
考
察
し
︑
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
明

治
維
新
期
を
展
望
す
る
こ
と
に
あ
る
︒

【
表
１
】
は
︑
江
藤
家
当
主
と
し
て
︑
初
め
て
在
御
家
人
と
な
っ
た
武
兵
衛

か
ら
︑
現
存
す
る
江
藤
家
住
宅
の
主
屋
を
建
設
し
た
貞
之
丞
ま
で
の
履
歴
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
︒
在
御
家
人
と
は
︑
熊
本
藩
領
内
に
お
け
る
呼
称
で
︑
全

国
的
に
は
郷
士
と
呼
ば
れ
て
い
る
者
の
一
部
を
指
す
︒
熊
本
藩
で
は
百
姓
身
分

出
身
で
︑
武
士
的
待
遇
を
獲
得
し
た
者
の
う
ち
︑
村
庄
屋
の
支
配
を
離
れ
︑
惣

庄
屋
以
上
の
支
配
下
に
入
っ
た
者
を
︑
こ
う
呼
ん
で
い
る
︒【
表
１
】
に
よ
れ

は
じ
め
に

本
稿
発
表
の
経
緯
と
背
景

本
稿
で
﹁
江
藤
家
住
宅
﹂
と
称
す
る
建
築
物
は
︑
熊
本
県
菊
池
郡
大
津
町
下

陣
内
に
あ
る
江
藤
武
紀
氏
私
邸
の
う
ち
の
主
屋
を
指
す
︒
こ
の
主
屋
は
二
○
○

五
年
一
二
月
に
︑
江
藤
家
内
の
長
屋
門
・
中
の
蔵
・
馬
屋
・
裏
門
・
附
小
屋
と

と
も
に
︑
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る1
︒

江
藤
家
住
宅
は
︑
二
○
一
六
年
四
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
︑
大
き
な
被

害
を
受
け
た
︒
そ
の
被
害
の
概
要
を
︑﹃
重
要
文
化
財
江
藤
家
住
宅
主
屋
ほ
か

６
棟
保
存
修
理
工
事
報
告
書
︵
災
害
復
旧
︶﹄︵
以
下
︑﹃
報
告
書
﹄
と
略
記
︶
は
︑

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒

　 

主
屋
は
構
造
的
に
︑
土
間
を
中
心
と
し
た
土
間
・
広
間
部
︑
南
側
の
座
敷

を
中
心
と
し
た
座
敷
部
︑
北
側
の
居
室
部
と
３
つ
に
分
か
れ
て
お
り
︑
各

棟
の
接
合
部
が
外
れ
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
︒
ま
た
主
屋
北
西
部
は
改

造
が
繰
り
返
さ
れ
た
関
係
で
︑
姑
息
な
お
さ
ま
り
が
多
く
破
損
が
顕
著

で
あ
っ
た
︒
一
方
差
鴨
居
︵﹁
さ
し
か
も
い
﹂
＝
柱
に
枘ほ
ぞ

差さ
し

で
つ
な
い
だ
︑

普
通
よ
り
高
い
鴨
居
の
こ
と
︹
三
澤
注
︺︶
で
組
ま
れ
た
軸
部
は
︑
柱
内

部
で
栓
が
破
断
す
る
も
脱
落
ま
で
至
っ
て
い
な
い
︒2

こ
の
江
藤
家
住
宅
の
保
存
修
理
工
事
は
︑
二
○
一
六
年
か
ら
二
○
二
三
年
ま

で
七
年
間
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
︒
そ
も
そ
も
本
稿
の
元
に
な
っ
た
の
は
︑

﹃
報
告
書
﹄
の
中
で
江
藤
家
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
当
時
の
歴
史
的
背
景
を
説
明

キ
ー
ワ
ー
ド
（K

eyw
ords

）

熊
本
藩
領
社
会
、
化
政
期
、
在
御
家
人
、
江
藤
家
住
宅
、
瓦
葺
建
築
、
在
中
瓦
葺
禁
止
令
、

明
治
三
年
藩
政
改
革

三　澤　　　純
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ば
︑
江
藤
家
は
天
明

三
年
︵
一
七
八
三
︶

に
武
兵
衛
が
一
領

一
疋
に
任
じ
ら
れ

た
こ
と
を
振
り
出

し
に
︑
寛
政
七
年

︵
一
七
九
五
︶
に
は

士
席
浪
人
格
︑
文
化

二
年
︵
一
八
○
五
︶

に
は
御
留
守
居
御
中

小
姓
列
ま
で
順
調
に

進
席
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
︒
そ
も
そ

も
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

と
な
っ
た
一
領
一
疋

と
い
う
格
式
自
体
が
︑

惣
庄
屋
支
配
を
も
越

え
て
︑
郡
代
支
配
の

範
疇
に
属
す
る
も
の

だ
か
ら
︑
武
兵
衛
が

天
明
三
年
に
﹁
下
方

難
渋
﹂
を
救
う
た
め

に
行
っ
た
﹁
寸
志
﹂

︵
寄
附
︶と﹁
捨
銀
﹂

︵
債
権
放
棄
︶
が
い

か
に
巨
額
で
あ
っ
た

か
を
伺
う
こ
と
が
で

和暦 西暦 月 当主 年齢 事項 出典
天明３年 1783年 ８月武兵衛 下方難渋に伴う寸志・捨銀につき、一領一疋に任じられる。 「戸籍先祖帳」
天明４年 1784年 ９月武兵衛 同年春の下方難渋に対して救米を差し出し、御間承届。 同上
同上 同上 12月 武兵衛 寸志を差し出し、御間承届。 同上
天明６年 1786年 ５月武兵衛 大津御茶屋建て直しにつき寸志を差し出し、御間承届。 同上
寛政４年 1792年 ６月武兵衛 前年夏の洪水に伴う塘筋普請中、手配良く出精につき金子100

疋を拝領。
同上

寛政７年 1795年 ５月武兵衛 村方火事の際、取救寸志として、粟・金銭を差出し、士席浪
人格（郡代支配）に任じられる。

同上

文化２年 1805年 ７月武兵衛 寸志により、御留守居御中小姓列（郡代支配）に任じられ、
単羽織を拝領。

同上

不明 不明 不明武兵衛 御留守居御中小姓列として六人扶持が下し置かれる。 「永々記録」一
文化14年 1817年 ２月 武兵衛 70歳 文化12年（1815）に提出した隠居願が許可される。 同上
同上 同上 ９月武兵衛 扶持方米の返上が許可される。 同上
同上 同上 同上貞之丞 31歳 二男の貞之丞に名跡相続が許可され、御留守居御中小姓列（郡

代支配）に任じられ、三人扶持が下し置かれる。
同上

文政５年 1822年 ――貞之丞 同年編集の「士席以上名跡」に「留中小姓列」として掲載される。『熊本藩侍帳集成』
文政12年 1829年 12月 貞之丞 前年の「非常之天災」に際し寸志を差し出し、「御蔵米之御知

行」50石を下し置かれ、奉行触に任じられる。
「永々記録」一

文政13年 1830年 ６月 貞之丞 44歳 知行はそのままに、郡代触に任じられる。 同上
天保８年 1837年 12月 貞之丞 実弟内山浅右衛門の刃傷事件に際して、知行返上願を提出す

る。
同上

天保９年 1838年 ５月貞之丞 52歳 上記の知行返上願が許可され、同時に隠居。 同上
同上 同上 同上始 29歳 嫡子の始（後の武七郎）に名跡相続が許可され、御奉行触御

中小姓に任じられ、十人扶持方が下し置かれる。
同上

【表１】　18世紀後半から19世紀前半にかけての江藤家の動向

【図２】主屋のうち土間部・広間部南面 【図１】江藤武紀氏私邸の配置図
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作
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
書
面
之
通
願
出
候
ニ
付
相
糺
申
候
処
︑
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相
違
無
御
座
︑
右
様
作
事
之
儀
ニ
付
而
者
︑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ
御
達
之
趣
も
御
座
候
得
共
︑
居
蔵
造
ニ
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
無
御
座
候
間
︑
何
卒
願
之
通
御
免
被
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
可
被
下
候
様
︑
於
私
共
茂
奉
願
候
︑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
其
肩
書
を
以
仕
上
申
候
︑
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
村
御
山
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
陣
内
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
村
勘
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
次
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
井
上
平
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
河
田
平
吉
　
殿₁₁

ま
ず
本
申
請
書
に
登
場
す
る
三
人
の
差
出
人
と
四
人
の
宛
先
人
と
を
検
討
し

て
お
き
た
い
︒
差
出
人
筆
頭
の
作
次
は
江
藤
家
の
﹁
家け

代だ
い

﹂
で
あ
る
︒
藩
へ
の

功
績
や
寸
志
に
よ
っ
て
︑
村
庄
屋
支
配
を
抜
け
た
在
御
家
人
は
︑
そ
の
立
場
の

ま
ま
で
は
︑
そ
れ
ま
で
の
生
業
を
営
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
前
提
か
ら
︑

当
主
と
は
別
に
農
家
は
﹁
高
主
﹂︑
商
家
等
は
﹁
家
代
﹂
を
立
て
て
経
営
を
続

け
た
︒
江
藤
家
は
作
次
に
﹁
家
代
﹂
と
名
乗
ら
せ
て
い
る
か
ら
︑
農
業
よ
り
は

商
業
・
流
通
の
側
面
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
︒

次
に
︑
長
文
の
肩
書
き
を
認
め
て
い
る
二
番
目
の
差
出
人
の
善
兵
衛
は
︑
大

津
手
永
森
村
の
﹁
山や
ま
の
く
ち口﹂

で
あ
る
︒﹁
山
口
﹂
と
は
︑
村
内
の
植
林
の
管
理
や

盗
伐
の
取
り
締
ま
り
を
担
当
し
た
役
職
で
あ
る
︒
善
兵
衛
が
︑
江
藤
家
が
あ
る

下
陣
内
村
で
は
な
く
︑
森
村
居
住
で
あ
る
の
は
︑
下
陣
内
村
が
平
野
部
に
あ
り
︑

単
独
で
﹁
山
口
﹂
を
置
く
ほ
ど
の
山
林
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る₁₂
︒
本

申
請
書
本
文
の
中
の
傍
線
部
ａ
で
﹁
こ
れ
ま
で
少
し
ず
つ
集
め
て
き
た
﹃
古
材

木
﹄
で
︑
貫
家
一
軒
を
建
築
し
た
い
﹂
と
述
べ
て
い
る
背
景
に
は
︑﹁
新
材
木
﹂

は
使
わ
な
い
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
︑
三
番
目
の
差
出
人
で
あ

る
下
陣
内
村
庄
屋
の
文
右
衛
門
と
と
も
に
︑﹁
山
口
﹂
の
保
証
は
重
要
な
意
味

を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

四
人
の
宛
先
人
は
︑
二
段
階
に
分
け
ら
れ
る
︒
第
一
段
階
目
が
手
永
の
役
人
︑

第
二
段
階
目
が
郡
の
役
人
で
あ
る
︒
こ
の
構
成
は
︑
熊
本
藩
内
の
意
見
書
・
申

請
書
類
の
作
成
方
法
に
忠
実
に
則
っ
た
書
き
方
で
あ
る
︒
第
一
段
階
目
の
下
村

は
大
津
手
永
の
惣
庄
屋
︑
斉
藤
は
大
津
御
茶
屋
番
と
大
津
手
永
山
支
配
役
を
兼

任
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
︒
山
支
配
役
は
︑﹁
山
口
﹂
の
直
属
の
上
司
で
あ
る

か
ら
︑
本
申
請
書
に
書
か
れ
た
内
容
の
実
現
を
目
指
す
に
当
た
っ
て
︑
一
般
行

政
担
当
者
︵
村
庄
屋
と
惣
庄
屋
︶
だ
け
で
は
な
く
︑
山
林
行
政
担
当
者
の
承
認

が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
︒
最
終
的
な
宛
先
で
あ
る
第
二

段
階
目
の
井
上
と
河
田
は
合
志
郡
代
で
︑
河
田
は
︑
こ
の
時
︑
菊
池
郡
代
も
兼

任
し
て
い
た₁₃
︒

な
お
本
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
文
政
九
年
︵
一
八
二
六
︶
か
ら
︑
江
藤
家

住
宅
が
完
成
し
た
と
さ
れ
る
文
政
一
三
年
︵
一
二
月
一
○
日
に
天
保
と
改
元
︒

一
八
三
○
︶₁₄

ま
で
の
︑
郡
方
の
﹁
覚
帳
﹂︵
永
青
文
庫
細
川
家
文
書
︶
を
調
査

し
た
が
︑
本
申
請
書
に
関
わ
る
詮
議
記
録
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
︑
本

申
請
書
は
郡
代
手
限
で
許
可
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
︒
郡
代
の
裁
定
に
︑

郡
代
付
横
目
が
異
議
を
申
し
立
て
る
と
︑
郡
方
で
の
詮
議
が
開
始
さ
れ
︑
双
方

が
提
出
し
た
関
連
文
書
が
﹁
覚
帳
﹂
に
綴
り
込
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
︒

申
請
書
本
文
で
最
も
注
目
す
べ
き
点
は
︑
傍
線
部
ｂ
で
︑﹁
火
用
心
﹂
の
た

め
と
︑﹁
萱
が
手
に
入
り
づ
ら
い
た
め
︑
屋
根
は
瓦
葺
に
し
た
い
﹂
と
主
張
し

て
い
る
箇
所
で
あ
る
︒
こ
の
萱
の
調
達
に
つ
い
て
︑
阿
蘇
郡
布
田
手
永
長
野
村

に
住
む
長
野
内
匠
の
日
記
を
詳
細
に
分
析
し
た
長
野
浩
典
は
︑
次
の
よ
う
な
極

め
て
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
︒

　 ﹁
す
ゝ
き
講
﹂
は
頼
母
子
講
の
お
金
が
薄
︵
萱
︶
に
か
わ
っ
た
も
の
で
あ

る
︒
村
び
と
が
少
し
ず
つ
薄
を
持
ち
寄
っ
て
︑
屋
根
替
え
が
近
い
村
び
と

熊本藩の在中瓦葺禁止令と江藤家住宅84

に
融
通
し
合
う
の
で
あ
る
︒︵
中
略
︶
／
屋
根
を
葺
く
作
業
は
︑
ひ
と
家

族
で
は
と
て
も
無
理
な
こ
と
で
あ
る
︒﹁
す
ゝ
き
講
﹂
に
し
て
も
︑
村
び

と
が
萱
を
少
し
ず
つ
出
し
合
っ
て
屋
根
替
え
に
備
え
る
︒
資
材
を
出
し
合

い
︑
そ
し
て
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る₁₅
︒

こ
れ
は
︑
慶
応
三
年
︵
一
八
六
七
︶
二
月
の
長
野
内
匠
日
記
を
分
析
し
た
も

の
だ
が
︑
広
大
な
原
野
を
抱
え
る
阿
蘇
郡
内
で
も
︑
村
人
同
士
が
協
力
し
合
わ

な
け
れ
ば
十
分
な
萱
が
集
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
︑
平
野
部
に
位
置
し
︑

村
独
自
の
﹁
山
口
﹂
を
置
く
必
要
が
な
い
ほ
ど
︑
ま
と
ま
っ
た
山
林
が
な
か
っ

た
江
藤
家
周
辺
で
の
萱
の
収
集
は
相
当
な
困
難
を
伴
っ
た
こ
と
を
容
易
に
推
測

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
︒
本
申
請
書
は
︑
だ
か
ら
瓦
葺
に
し
た
い
と
い
う
論
陣
を

張
る
の
で
あ
る
が
︑
併
せ
て
︑﹁
火
用
心
﹂
を
強
調
し
︑﹁
瓦
は
た
だ
並
べ
る
だ

け
で
︑
決
し
て
費
用
が
嵩
む
こ
と
は
し
な
い
﹂︵
傍
線
部
ｃ
︶
と
付
け
加
え
る

こ
と
も
忘
れ
て
い
な
い
︒

こ
の
当
時
︑
瓦
葺
建
築
に
ど
の
よ
う
な
規
制
が
か
け
ら
れ
て
い
た
の
か
と
考

え
つ
つ
︑
そ
の
こ
と
と
善
兵
衛
の
肩
書
中
に
あ
る
傍
線
部
ｄ
﹁
御
達
の
趣
旨
も

あ
る
け
れ
ど
も
︑
今
回
建
て
よ
う
と
し
て
い
る
家
は
﹃
居
蔵
造
﹄
で
は
な
い
の

で
︑
ど
う
か
許
可
し
て
や
っ
て
欲
し
い
﹂
と
い
う
主
張
と
の
間
に
︑
何
か
し
ら

の
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
立
て
た
︒
つ
ま
り
︑
文
政
九
年

以
前
に
瓦
葺
建
築
の
規
制
が
存
在
し
︑
そ
れ
が
︑
こ
こ
で
﹁
御
達
﹂
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
仮
説
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
﹃
熊
本
藩
年
表
稿
﹄₁₆

を
め
く
っ
て
い
る
と
︑
文
政
三
年
︵
一
八
二
○
︶
一

月
条
に
︑﹁
是
月
　
在
中
に
て
農
家
の
瓦
葺
を
許
さ
ず
︑
只
︑
土
蔵
は
例
外
と

す
︵
肥
・
覚
︶﹂
と
い
う
記
載
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
︒
こ
こ
に
記
さ
れ

て
い
る﹁︵
肥
・
覚
︶﹂は
出
典
略
記
で
︑﹁
肥
﹂は﹃
肥
後
近
世
史
年
表
﹄₁₇︑﹁
覚
﹂

は
﹁
覚
帳
頭
書
﹂
の
こ
と
な
の
で
︑﹃
肥
後
近
世
史
年
表
﹄
を
確
認
す
る
と
同

時
に
︑
大
元
と
な
る
永
青
文
庫
﹁
覚
帳
頭
書
﹂
に
当
た
り
︑
次
の
よ
う
な
原
史

料
を
見
つ
け
出
し
た
︒

一
︑ 

在
中
家
作
之
儀
︑
為
火
用
心
瓦
葺
ニ
被
差
免
来
候
処
︑
以
来
宿
町
・
在

町
之
外
︑
農
家
ニ
而
蔵
ハ
別
段
︑
家
者
瓦
葺
願
難
叶
達
之
事₁₈

し
か
し
︑
こ
れ
は
︑
あ
く
ま
で
も
﹁
頭
書
﹂︵
文
書
の
趣
旨
を
︑
短
く
ま
と

め
て
書
く
言
葉
︶
に
過
ぎ
ず
︑
年
月
日
の
記
載
も
な
い
︒
こ
の
達
を
︑
前
掲
の

二
つ
の
年
表
が
一
月
に
比
定
す
る
の
は
︑
こ
の
頭
書
が
文
政
三
年
記
載
分
の
五

番
目
に
出
て
く
る
こ
と
か
ら
の
推
測
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
︒
永
青
文
庫
に
は
︑

こ
の
時
期
の
在
中
へ
の
通
達
を
控
え
て
い
る
史
料
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
︑
逆

に
地ぢ

方か
た

文
書
の
方
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法
を
模
索
し
た
結
果
︑
惣
庄
屋
の

家
筋
で
あ
る
小
田
家
文
書
に
含
ま
れ
る
﹁
河
江
旧
記
﹂
に
行
き
着
き
︑
次
の
よ

う
な
通
達
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
︒

　
　
　
在
中
家
瓦
葺
之
事

　 

在
中
家
作
之
事
︑
為
火
用
心
瓦
葺
ニ
い
た
し
候
儀
被
差
免
来
候
処
︑
以
来

宿
町
・
在
町
之
外
︑
農
家
ニ
而
蔵
者
別
段
︑
其
余
之
家
を
瓦
葺
ニ
い
た
し

候
儀
者
難
叶
候
条
可
有
其
御
達
候
︑
以
上

　
　
　
文
政
三
年
正
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
郡
方
御
奉
行
中

　
右
之
通
候
条
左
様
被
相
心
得
可
有
其
達
候
以
上

　
　
　
二
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
破
敬
次
郎

　
　
　
　
御
惣
庄
屋
中₁₉

通
達
の
本
文
は
︑
筆
者
の
予
想
よ
り
も
短
く
︑
内
容
的
に
は
﹁
頭
書
﹂
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
︑
こ
れ
が
﹁
御
郡
方
御
奉
行
中
﹂
か
ら
郡
代
へ
発

せ
ら
れ
た
日
付
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
︑
併
せ
て
下
益
城
郡
代
の
不
破
が
︑

こ
れ
を
小
田
家
を
含
む
郡
内
の
惣
庄
屋
た
ち
に
下
達
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
︒
本
通
達
を
在
中
瓦
葺
禁
止
令
︵
以
下
︑
禁
止
令
と
略
記
す

る
こ
と
も
あ
る
︶
と
名
付
け
て
お
き
た
い
︒

こ
の
禁
止
令
は
︑
文
政
三
年
ま
で
は
﹁
火
用
心
﹂
を
理
由
と
す
れ
ば
︑
農
村
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に
融
通
し
合
う
の
で
あ
る
︒︵
中
略
︶
／
屋
根
を
葺
く
作
業
は
︑
ひ
と
家

族
で
は
と
て
も
無
理
な
こ
と
で
あ
る
︒﹁
す
ゝ
き
講
﹂
に
し
て
も
︑
村
び

と
が
萱
を
少
し
ず
つ
出
し
合
っ
て
屋
根
替
え
に
備
え
る
︒
資
材
を
出
し
合

い
︑
そ
し
て
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る₁₅
︒

こ
れ
は
︑
慶
応
三
年
︵
一
八
六
七
︶
二
月
の
長
野
内
匠
日
記
を
分
析
し
た
も

の
だ
が
︑
広
大
な
原
野
を
抱
え
る
阿
蘇
郡
内
で
も
︑
村
人
同
士
が
協
力
し
合
わ

な
け
れ
ば
十
分
な
萱
が
集
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
︑
平
野
部
に
位
置
し
︑

村
独
自
の
﹁
山
口
﹂
を
置
く
必
要
が
な
い
ほ
ど
︑
ま
と
ま
っ
た
山
林
が
な
か
っ

た
江
藤
家
周
辺
で
の
萱
の
収
集
は
相
当
な
困
難
を
伴
っ
た
こ
と
を
容
易
に
推
測

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
︒
本
申
請
書
は
︑
だ
か
ら
瓦
葺
に
し
た
い
と
い
う
論
陣
を

張
る
の
で
あ
る
が
︑
併
せ
て
︑﹁
火
用
心
﹂
を
強
調
し
︑﹁
瓦
は
た
だ
並
べ
る
だ

け
で
︑
決
し
て
費
用
が
嵩
む
こ
と
は
し
な
い
﹂︵
傍
線
部
ｃ
︶
と
付
け
加
え
る

こ
と
も
忘
れ
て
い
な
い
︒

こ
の
当
時
︑
瓦
葺
建
築
に
ど
の
よ
う
な
規
制
が
か
け
ら
れ
て
い
た
の
か
と
考

え
つ
つ
︑
そ
の
こ
と
と
善
兵
衛
の
肩
書
中
に
あ
る
傍
線
部
ｄ
﹁
御
達
の
趣
旨
も

あ
る
け
れ
ど
も
︑
今
回
建
て
よ
う
と
し
て
い
る
家
は
﹃
居
蔵
造
﹄
で
は
な
い
の

で
︑
ど
う
か
許
可
し
て
や
っ
て
欲
し
い
﹂
と
い
う
主
張
と
の
間
に
︑
何
か
し
ら

の
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
立
て
た
︒
つ
ま
り
︑
文
政
九
年

以
前
に
瓦
葺
建
築
の
規
制
が
存
在
し
︑
そ
れ
が
︑
こ
こ
で
﹁
御
達
﹂
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
仮
説
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
﹃
熊
本
藩
年
表
稿
﹄₁₆

を
め
く
っ
て
い
る
と
︑
文
政
三
年
︵
一
八
二
○
︶
一

月
条
に
︑﹁
是
月
　
在
中
に
て
農
家
の
瓦
葺
を
許
さ
ず
︑
只
︑
土
蔵
は
例
外
と

す
︵
肥
・
覚
︶﹂
と
い
う
記
載
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
︒
こ
こ
に
記
さ
れ

て
い
る﹁︵
肥
・
覚
︶﹂は
出
典
略
記
で
︑﹁
肥
﹂は﹃
肥
後
近
世
史
年
表
﹄₁₇︑﹁
覚
﹂

は
﹁
覚
帳
頭
書
﹂
の
こ
と
な
の
で
︑﹃
肥
後
近
世
史
年
表
﹄
を
確
認
す
る
と
同

時
に
︑
大
元
と
な
る
永
青
文
庫
﹁
覚
帳
頭
書
﹂
に
当
た
り
︑
次
の
よ
う
な
原
史

料
を
見
つ
け
出
し
た
︒

一
︑ 

在
中
家
作
之
儀
︑
為
火
用
心
瓦
葺
ニ
被
差
免
来
候
処
︑
以
来
宿
町
・
在

町
之
外
︑
農
家
ニ
而
蔵
ハ
別
段
︑
家
者
瓦
葺
願
難
叶
達
之
事₁₈

し
か
し
︑
こ
れ
は
︑
あ
く
ま
で
も
﹁
頭
書
﹂︵
文
書
の
趣
旨
を
︑
短
く
ま
と

め
て
書
く
言
葉
︶
に
過
ぎ
ず
︑
年
月
日
の
記
載
も
な
い
︒
こ
の
達
を
︑
前
掲
の

二
つ
の
年
表
が
一
月
に
比
定
す
る
の
は
︑
こ
の
頭
書
が
文
政
三
年
記
載
分
の
五

番
目
に
出
て
く
る
こ
と
か
ら
の
推
測
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
︒
永
青
文
庫
に
は
︑

こ
の
時
期
の
在
中
へ
の
通
達
を
控
え
て
い
る
史
料
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
︑
逆

に
地ぢ

方か
た

文
書
の
方
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法
を
模
索
し
た
結
果
︑
惣
庄
屋
の

家
筋
で
あ
る
小
田
家
文
書
に
含
ま
れ
る
﹁
河
江
旧
記
﹂
に
行
き
着
き
︑
次
の
よ

う
な
通
達
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
︒

　
　
　
在
中
家
瓦
葺
之
事

　 

在
中
家
作
之
事
︑
為
火
用
心
瓦
葺
ニ
い
た
し
候
儀
被
差
免
来
候
処
︑
以
来

宿
町
・
在
町
之
外
︑
農
家
ニ
而
蔵
者
別
段
︑
其
余
之
家
を
瓦
葺
ニ
い
た
し

候
儀
者
難
叶
候
条
可
有
其
御
達
候
︑
以
上

　
　
　
文
政
三
年
正
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
郡
方
御
奉
行
中

　
右
之
通
候
条
左
様
被
相
心
得
可
有
其
達
候
以
上

　
　
　
二
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
破
敬
次
郎

　
　
　
　
御
惣
庄
屋
中₁₉

通
達
の
本
文
は
︑
筆
者
の
予
想
よ
り
も
短
く
︑
内
容
的
に
は
﹁
頭
書
﹂
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
︑
こ
れ
が
﹁
御
郡
方
御
奉
行
中
﹂
か
ら
郡
代
へ
発

せ
ら
れ
た
日
付
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
︑
併
せ
て
下
益
城
郡
代
の
不
破
が
︑

こ
れ
を
小
田
家
を
含
む
郡
内
の
惣
庄
屋
た
ち
に
下
達
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
︒
本
通
達
を
在
中
瓦
葺
禁
止
令
︵
以
下
︑
禁
止
令
と
略
記
す

る
こ
と
も
あ
る
︶
と
名
付
け
て
お
き
た
い
︒

こ
の
禁
止
令
は
︑
文
政
三
年
ま
で
は
﹁
火
用
心
﹂
を
理
由
と
す
れ
ば
︑
農
村

三　澤　　　純
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部
で
も
瓦
葺
建
築
が
許
さ
れ
て
き
た
が
︑
以
後
は
宿
町
︵
熊
本
藩
領
に
お
け
る

宿
場
町
の
呼
称
︶・
在
町
︵
熊
本
藩
領
で
︑
制
限
付
き
で
商
業
経
営
が
許
可
さ

れ
た
町
場
の
呼
称
︶
以
外
の
農
村
部
で
は
︑
蔵
を
除
い
て
全
面
的
に
禁
止
す
る

と
述
べ
て
い
る
︒
す
な
わ
ち
︑
江
藤
家
住
宅
は
︑
こ
の
禁
止
令
下
で
︑
そ
の
例

外
と
し
て
建
築
許
可
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
︒

で
は
︑
本
通
達
の
﹁
蔵
を
除
い
て
﹂
の
部
分
と
︑
上
述
の
善
兵
衛
が
﹁﹃
居

蔵
造
﹄
で
は
な
い
の
で
︑
ど
う
か
許
可
し
て
欲
し
い
﹂︵
傍
線
部
ｄ
︶
と
い
う

文
言
と
の
関
連
性
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
︒﹁
居
蔵
﹂
は
︑﹁
熊
本
・
宮
崎
・
大

分
・
福
岡
・
山
口
県
地
方
に
お
い
て
瓦
葺
屋
根
を
持
つ
土
蔵
造
り
ま
た
は
塗
屋

敷
造
り
の
民
家
﹂₂₀

と
定
義
さ
れ
て
い
る
の
で
︑﹁
居
住
空
間
の
あ
る
蔵
﹂
だ
と

想
定
で
き
る
︒
こ
の
﹁
居
蔵
﹂
が
︑
禁
止
令
中
の
﹁
蔵
﹂
の
範
疇
に
入
る
か
ど

う
か
︑
す
な
わ
ち
禁
止
令
下
に
お
い
て
も
﹁
居
蔵
﹂
で
あ
れ
ば
︑
瓦
葺
に
で
き

た
の
か
と
い
う
判
断
は
難
し
い
︒
し
か
し
【
図
１
】【
図
２
】
に
見
る
よ
う
に
︑

江
藤
邸
は
︑
長
屋
門
や
裏
門
を
備
え
た
本
格
的
な
武
家
風
の
屋
敷
で
あ
り
︑
江

藤
家
が
︑
そ
の
主
屋
と
し
て
﹁
居
蔵
﹂
を
建
て
よ
う
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ

と
は
明
白
で
あ
る
︒﹁
蔵
﹂
で
も
﹁
居
蔵
﹂
で
も
な
い
建
物
を
瓦
葺
に
し
よ
う

と
す
る
時
︑﹁
山
口
﹂
の
よ
う
な
地
方
役
人
が
︑
傍
線
部
ｄ
の
よ
う
な
証
明
文

言
を
記
す
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
︒

加
え
て
︑
こ
う
し
た
禁
止
令
が
出
さ
れ
る
ほ
ど
︑
化
政
期
の
熊
本
藩
領
の
農

村
部
で
は
︑
瓦
葺
建
築
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
︑
す
な
わ
ち
そ
れ
だ
け
の
経
済

力
が
農
村
部
に
あ
っ
た
こ
と
を
特
筆
し
て
お
き
た
い₂₁
︒

三
、
瓦
葺
建
築
と
し
て
の
江
藤
家
住
宅
の
歴
史
的
背
景

建
築
史
分
野
で
は
︑
延
宝
九
年
︵
一
六
七
四
︶
に
発
明
さ
れ
た
桟
瓦
が
︑
江

戸
市
中
で
︑
一
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
徐
々
に
普
及
し
た
と
見
る
向
き
が
多
い₂₂
︒

古
来
か
ら
の
伝
統
技
法
で
あ
る
本
瓦
葺
が
︑
下
葺
き
・
土
留
め
桟
・
葺
上
げ
等

で
下
地
を
作
成
し
た
後
︑
平
瓦
・
丸
瓦
を
交
互
に
用
い
て
葺
く
の
に
対
し
︑
桟

瓦
葺
は
︑
波
形
の
桟
瓦
を
打
ち
付
け
て
い
く
だ
け
の
簡
略
形
式
で
あ
る
【
図
３

参
照
】︒
江
藤
家
住
宅
の
建
築
申
請
書
の
中
で
は
︑﹁
瓦
は
た
だ
並
べ
る
だ
け

で
︑
決
し
て
費
用
が
嵩
む
こ
と
は
し
な
い
﹂︵
下
線
部
ｃ
︶
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
︑
江
藤
家
主
屋
で
は
︑
桟
瓦
を
︑
熊
本
特

有
に
︑
さ
ら
に
簡
略
化
し
た
目
板
瓦
が
使
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る₂₃
︒
目
板
瓦
と

は
︑
平
瓦
に
目
板
と
呼
ば
れ
る
水
切
り
を
付
け

た
形
状
で
︑
汎
用
性
に
優
れ
て
い
た
た
め
︑
熊

本
で
は
大
正
期
に
簡
略
型
瓦
が
登
場
す
る
ま
で

生
産
が
続
け
ら
れ
た
と
い
う₂₄
【
図
４
参
照
】︒

桟
瓦
は
︑
次
の
史
料
に
見
る
よ
う
に
︑
江
戸

幕
府
も
こ
れ
を
奨
励
し
て
い
る
︒

　 

町
中
普
請
之
儀
︑
土
蔵
作
り

或
は
塗
家
并
瓦
屋
根
に
仕
候

事
︑
只
今
迄
は
致
遠
慮
候
様
に

相
聞
候
︑
向
後
右
之
類
普
請
仕

度
と
存
候
者
ハ
可
為
勝
手
次
第

候
︑
畢
竟
出
火
之
節
︑
防
ニ
も

成
︑
又
は
飛
火
無
之
為
ニ
て

候
間
︑
右
之
外
ニ
も
可
然
儀
候

ハ
ゝ
︑
是
又
勝
手
次
第
可
仕
事

　
　
　
　
四⎝
享
保
五
年
⎠

　
月
₂₅

享
保
五
年
︵
一
七
二
○
︶
四
月
に

出
さ
れ
た
こ
の
触
書
は
︑﹁
瓦
屋
根
﹂

を
︑﹁
土
蔵
作
り
﹂
や
﹁
塗
家
﹂︵
土

蔵
造
り
と
ほ
ぼ
同
意
︶
と
と
も
に
︑

そ
れ
ま
で
の
規
制
を
解
除
し
て
い
る
︒

【図３】本瓦葺と桟瓦葺

【図４】目板瓦
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こ
の
措
置
に
つ
い
て
︑
大
石
学
は
複
数
の
著
作
の
中
で
︑
質
素
倹
約
を
基
調
と

す
る
享
保
改
革
の
始
動
期
に
あ
っ
て
︑
同
年
三
月
の
江
戸
大
火
を
経
験
し
た
将

軍
吉
宗
が
︑
倹
約
的
な
瓦
葺
規
制
を
自
ら
解
除
し
て
都
市
防
災
を
強
化
し
た
結

果
だ
︑
と
高
く
評
価
し
て
い
る₂₆
︒
た
だ
熊
本
藩
政
府
が
︑
瓦
葺
を
奨
励
し
た
形

跡
は
︑
現
段
階
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
︒

藩
政
府
は
︑
む
し
ろ
熊
本
城
下
町
や
宿
町
に
お
け
る
表
向
き
の
見
栄
え
を
気

に
し
て
︑
寛
政
一
二
年
︵
一
八
○
○
︶
二
月
に
﹁
板
葺
の
ま
ま
に
し
て
い
る

と
︑
旅
行
者
の
評
判
が
悪
く
な
り
︑
商
売
に
も
悪
影
響
が
出
る
か
ら
見
苦
し
く

な
い
よ
う
に
し
ろ
﹂₂₇

と
い
う
内
容
の
通
達
を
出
し
て
い
る
の
で
︑
そ
う
し
た
観

点
か
ら
︑
五
个
町₂₈
や
在
町
の
瓦
葺
は
も
ち
ろ
ん
︑﹁
火
用
心
﹂を
理
由
と
す
れ
ば
︑

農
村
部
の
瓦
葺
も
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
︒

一
方
︑
考
古
学
の
見
地
か
ら
︑
桟
瓦
発
明
の
意
義
に
迫
っ
た
杉
本
宏
は
︑
先

述
し
た
幕
府
の
規
制
解
除
の
理
由
は
︑
本
瓦
葺
と
桟
瓦
葺
の
分
化
が
︑
身
分
差

に
基
づ
く
選
択
を
可
能
に
し
た
か
ら
だ
︑
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る₂₉
︒

こ
の
指
摘
を
下
敷
き
に
す
れ
ば
︑
熊
本
藩
に
お
い
て
︑
文
政
三
年︵
一
八
二
○
︶

に
在
中
の
瓦
葺
が
禁
止
さ
れ
た
要
因
も
︑
藩
政
府
が
︑
建
築
上
の
身
分
標
章
を
︑

①
熊
本
城
や
大
寺
社
︑
郡
代
詰
所
の
よ
う
に
領
主
権
力
に
直
結
す
る
建
物
の
本

瓦
葺
︑
②
五
个
町
・
宿
町
・
在
町
の
民
間
建
築
物
の
桟
瓦
葺
︑
③
農
村
部
の
茅

葺
・
藁
葺
と
い
う
三
重
構
造
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
︒

先
に
紹
介
・
分
析
し
た
在
中
瓦
葺
禁
止
令
も
︑
や
や
も
す
れ
ば
質
素
倹
約

の
視
点
か
ら
理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
︑
そ
の
文
中
に
は
質
素
倹
約
を
類
推

さ
せ
る
文
言
は
全
く
含
ま
れ
て
い
な
い
︒【
表
２
】
は
︑
多
田
隈
家
文
書
中
の

﹁
覚
﹂₃₀

の
記
載
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
年
月
日
・
差
出
・

宛
先
を
欠
く
が
︑
近
世
後
期
の
あ
る
時
点
で
︑
三
八
軒
分
の
新
築
工
事
に
際
し

て
︑
瓦
葺
を
主
と
す
る
甲
案
と
︑
茅
葺
を
主
と
し
て
蔵
で
補
充
す
る
乙
案
と
の

費
用
比
較
を
し
て
い
る
︑
大
変
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
︒
本
史
料
が
ど
の
よ
う

な
目
的
で
作
成
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
︑
判
断
材
料
を
欠
く
た
め
︑
全
く
分

か
ら
な
い
︒
し
か
し
︑
一
度
に
三
八
軒
も
の
屋
敷
の
新
築
工
事
が
行
わ
れ
︑
延

数
で
五
万
人
か
ら
六
万
人
も
の
夫
役
動
員
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ

ば
︑
あ
る
程
度
の
推
測
は
可
能
に
な
る
︒
例
え
ば
︑
江
戸
幕
府
の
崩
壊
に
伴
っ

て
︑
熊
本
新
田
藩
主
・
細
川
利

永
が
江
戸
藩
邸
を
引
き
払
っ
て
︑

慶
応
四
年
︵
一
八
六
八
︶
四
月

に
熊
本
に
到
着
し
た
後
︑
坂
下

手
永
惣
庄
屋
の
木
下
初
太
郎
が

中
心
と
な
っ
て
︑
高
瀬
に
陣

屋
町
を
建
設
し
て
い
く
こ
と
は

﹃
肥
後
高
瀬
藩
史
﹄₃₁

や
﹃
玉
名

市
史
﹄
通
史
編
下
巻₃₂

な
ど
で

よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
が
︑

本
史
料
は
︑
そ
の
時
︑
南
関
手

永
惣
庄
屋
で
あ
っ
た
多
田
隈
丈

左
衛
門
が
請
け
負
っ
た
三
八
軒

分
の
建
設
費
用
見
積
も
り
な
の

か
も
し
れ
な
い
︒

と
も
か
く
︑【
表
２
】
の
甲

案
に
よ
れ
ば
︑
瓦
葺
建
築
の
一

坪
当
た
り
の
建
設
費
用
は
︑
茅

葺
建
築
の
一
・
七
七
倍
に
な
っ

て
い
る
︒
こ
の
差
の
金
銭
的
評

価
︑
特
に
熊
本
藩
領
内
に
お
け

る
評
価
が
ど
う
な
る
の
か
︑
現

段
階
で
︑
筆
者
は
そ
の
判
断
材

料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
︒

甲案
軒数 坪数 ※1 入目銭 ※2 一坪当入目銭 ※3 入目銭指数 夫役動員予定数

※１　坪以下切捨
※２　貫以下切捨
※３　匁以下切捨

瓦葺 36軒 768坪 675貫 879匁 177 ―　
茅葺 2軒 34坪 16貫 497匁 100 ―　
湯殿・雪隠 38軒 123坪 106貫 ―　 ―　 ―　
合計 38軒 925坪 797貫 ―　 ―　 　　67,127人

乙案
軒数 坪数 ※1 入目銭 ※2 一坪当入目銭 ※3 入目銭指数 夫役動員予定数 一坪当夫役動員数

蔵 5軒 210坪 245貫 １貫168匁 235 23,548人 112人
茅葺 33軒 592坪 294貫 497匁 100 29,847人 50人
湯殿・雪隠 38軒 123坪 106貫 ―　 ―　 6,498人 ―　
合計 38軒 925坪 646貫 ―　 ―　 59,893人 ―　

【表２】　瓦葺建築費用と茅葺建築費用との比較
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こ
の
措
置
に
つ
い
て
︑
大
石
学
は
複
数
の
著
作
の
中
で
︑
質
素
倹
約
を
基
調
と

す
る
享
保
改
革
の
始
動
期
に
あ
っ
て
︑
同
年
三
月
の
江
戸
大
火
を
経
験
し
た
将

軍
吉
宗
が
︑
倹
約
的
な
瓦
葺
規
制
を
自
ら
解
除
し
て
都
市
防
災
を
強
化
し
た
結

果
だ
︑
と
高
く
評
価
し
て
い
る₂₆
︒
た
だ
熊
本
藩
政
府
が
︑
瓦
葺
を
奨
励
し
た
形

跡
は
︑
現
段
階
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
︒

藩
政
府
は
︑
む
し
ろ
熊
本
城
下
町
や
宿
町
に
お
け
る
表
向
き
の
見
栄
え
を
気

に
し
て
︑
寛
政
一
二
年
︵
一
八
○
○
︶
二
月
に
﹁
板
葺
の
ま
ま
に
し
て
い
る

と
︑
旅
行
者
の
評
判
が
悪
く
な
り
︑
商
売
に
も
悪
影
響
が
出
る
か
ら
見
苦
し
く

な
い
よ
う
に
し
ろ
﹂₂₇

と
い
う
内
容
の
通
達
を
出
し
て
い
る
の
で
︑
そ
う
し
た
観

点
か
ら
︑
五
个
町₂₈
や
在
町
の
瓦
葺
は
も
ち
ろ
ん
︑﹁
火
用
心
﹂を
理
由
と
す
れ
ば
︑

農
村
部
の
瓦
葺
も
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
︒

一
方
︑
考
古
学
の
見
地
か
ら
︑
桟
瓦
発
明
の
意
義
に
迫
っ
た
杉
本
宏
は
︑
先

述
し
た
幕
府
の
規
制
解
除
の
理
由
は
︑
本
瓦
葺
と
桟
瓦
葺
の
分
化
が
︑
身
分
差

に
基
づ
く
選
択
を
可
能
に
し
た
か
ら
だ
︑
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る₂₉
︒

こ
の
指
摘
を
下
敷
き
に
す
れ
ば
︑
熊
本
藩
に
お
い
て
︑
文
政
三
年︵
一
八
二
○
︶

に
在
中
の
瓦
葺
が
禁
止
さ
れ
た
要
因
も
︑
藩
政
府
が
︑
建
築
上
の
身
分
標
章
を
︑

①
熊
本
城
や
大
寺
社
︑
郡
代
詰
所
の
よ
う
に
領
主
権
力
に
直
結
す
る
建
物
の
本

瓦
葺
︑
②
五
个
町
・
宿
町
・
在
町
の
民
間
建
築
物
の
桟
瓦
葺
︑
③
農
村
部
の
茅

葺
・
藁
葺
と
い
う
三
重
構
造
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
︒

先
に
紹
介
・
分
析
し
た
在
中
瓦
葺
禁
止
令
も
︑
や
や
も
す
れ
ば
質
素
倹
約

の
視
点
か
ら
理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
︑
そ
の
文
中
に
は
質
素
倹
約
を
類
推

さ
せ
る
文
言
は
全
く
含
ま
れ
て
い
な
い
︒【
表
２
】
は
︑
多
田
隈
家
文
書
中
の

﹁
覚
﹂₃₀

の
記
載
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
年
月
日
・
差
出
・

宛
先
を
欠
く
が
︑
近
世
後
期
の
あ
る
時
点
で
︑
三
八
軒
分
の
新
築
工
事
に
際
し

て
︑
瓦
葺
を
主
と
す
る
甲
案
と
︑
茅
葺
を
主
と
し
て
蔵
で
補
充
す
る
乙
案
と
の

費
用
比
較
を
し
て
い
る
︑
大
変
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
︒
本
史
料
が
ど
の
よ
う

な
目
的
で
作
成
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
︑
判
断
材
料
を
欠
く
た
め
︑
全
く
分

か
ら
な
い
︒
し
か
し
︑
一
度
に
三
八
軒
も
の
屋
敷
の
新
築
工
事
が
行
わ
れ
︑
延

数
で
五
万
人
か
ら
六
万
人
も
の
夫
役
動
員
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ

ば
︑
あ
る
程
度
の
推
測
は
可
能
に
な
る
︒
例
え
ば
︑
江
戸
幕
府
の
崩
壊
に
伴
っ

て
︑
熊
本
新
田
藩
主
・
細
川
利

永
が
江
戸
藩
邸
を
引
き
払
っ
て
︑

慶
応
四
年
︵
一
八
六
八
︶
四
月

に
熊
本
に
到
着
し
た
後
︑
坂
下

手
永
惣
庄
屋
の
木
下
初
太
郎
が

中
心
と
な
っ
て
︑
高
瀬
に
陣

屋
町
を
建
設
し
て
い
く
こ
と
は

﹃
肥
後
高
瀬
藩
史
﹄₃₁

や
﹃
玉
名

市
史
﹄
通
史
編
下
巻₃₂

な
ど
で

よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
が
︑

本
史
料
は
︑
そ
の
時
︑
南
関
手

永
惣
庄
屋
で
あ
っ
た
多
田
隈
丈

左
衛
門
が
請
け
負
っ
た
三
八
軒

分
の
建
設
費
用
見
積
も
り
な
の

か
も
し
れ
な
い
︒

と
も
か
く
︑【
表
２
】
の
甲

案
に
よ
れ
ば
︑
瓦
葺
建
築
の
一

坪
当
た
り
の
建
設
費
用
は
︑
茅

葺
建
築
の
一
・
七
七
倍
に
な
っ

て
い
る
︒
こ
の
差
の
金
銭
的
評

価
︑
特
に
熊
本
藩
領
内
に
お
け

る
評
価
が
ど
う
な
る
の
か
︑
現

段
階
で
︑
筆
者
は
そ
の
判
断
材

料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
︒

甲案
軒数 坪数 ※1 入目銭 ※2 一坪当入目銭 ※3 入目銭指数 夫役動員予定数

※１　坪以下切捨
※２　貫以下切捨
※３　匁以下切捨

瓦葺 36軒 768坪 675貫 879匁 177 ―　
茅葺 2軒 34坪 16貫 497匁 100 ―　
湯殿・雪隠 38軒 123坪 106貫 ―　 ―　 ―　
合計 38軒 925坪 797貫 ―　 ―　 　　67,127人

乙案
軒数 坪数 ※1 入目銭 ※2 一坪当入目銭 ※3 入目銭指数 夫役動員予定数 一坪当夫役動員数

蔵 5軒 210坪 245貫 １貫168匁 235 23,548人 112人
茅葺 33軒 592坪 294貫 497匁 100 29,847人 50人
湯殿・雪隠 38軒 123坪 106貫 ―　 ―　 6,498人 ―　
合計 38軒 925坪 646貫 ―　 ―　 59,893人 ―　

【表２】　瓦葺建築費用と茅葺建築費用との比較
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た
だ
平
井
俊
行
は
︑
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
事
例
を
紹
介
し
て
い
る₃₃
︒
美
濃
国

に
あ
る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
に
属
す
る
正
眼
寺︵
現
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
に
現
存
︶

は
︑
延
享
元
年
︵
一
七
四
四
︶
一
○
月
に
︑
本
山
の
妙
心
寺
に
宛
て
て
書
翰
を

送
っ
て
お
り
︑
妙
心
寺
側
が
︑
そ
の
申
し
出
の
趣
旨
を
記
録
し
た
中
に
︑
次
の

よ
う
な
箇
所
が
あ
る
︒
ち
な
み
に
︑
こ
の
書
翰
は
正
眼
寺
の
修
復
工
事
に
つ
い

て
︑
本
山
か
ら
の
資
金
援
助
の
金
額
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
︒

　 ︵
前
略
︶
住
持
居
間
屋
禰⎝
根
⎠ノ

儀
︑
永
永
修
補
心
易
為
メ
茅
葺
歟
又
ハ
並
瓦

可
然
段
被
仰
下
御
尤
ニ
奉
存
ソ⎝
候
⎠ロ
︑
依
之
此
ノ
間
︑
大
工
・
瓦
師
エ
相
談

積
セ
ソ⎝
候
⎠ロ

処
︑
茅
葺
・
並
瓦
共
ニ
大
概
当
時
諸
入
用
金
弐
拾
両
位
同
様
ニ

相
見
申
ソ⎝
候
⎠ロ

︑
其
ノ
内
茅
葺
ニ
仕
ソ⎝
候
⎠ロ

ヘ
ハ
︑
十
箇
年
ノ
間
ニ
両
度
棟
包

直
シ
ソ⎝
候
⎠ロ
節
一
度
金
弐
歩⎝
分
⎠斗⎝
計
⎠︑
十
年
目
総
葺
替
ノ
節
金
参
両
入
申
ソ⎝
候
⎠ロ
︑

並
瓦
ニ
仕
ソ⎝
候
⎠ロ
ヘ
ハ
四
五
箇
年
ニ
一
度
充
︑
瓦
五
十
枚
・
百
枚
取
替
申

ソ⎝
候
⎠ロ
ヘ
ハ
一
度
ニ
金
子
多
ク
入
リ
不
申
ソ⎝
候
⎠ロ
間
︑
両
様
ノ
内
︑
瓦
ニ
被
遊

可
然
奉
存
ソ⎝
候
⎠ロ
ト
ナ
リ₃₄

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
﹁
並
瓦
﹂
が
桟
瓦
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
︑

江
藤
家
住
宅
の
建
築
申
請
書
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
︒
正
眼
寺
側
の
主
張
を
ま

と
め
る
と
︑
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
︒

　
① 

美
濃
の
大
工
・
瓦
師
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
︑
茅
葺
・
瓦
葺
と
も
に
︑
そ

の
費
用
は
二
○
両
ほ
ど
で
あ
る
︒

　
② 

但
し
︑
茅
葺
き
の
場
合
は
︑
一
○
年
に
二
度
︑﹁
棟
包
﹂︵﹁
む
ね
づ
つ

み
﹂
＝
屋
根
の
頂
部
が
﹁
棟
﹂︑
そ
の
頂
部
を
覆
う
金
物
な
ど
の
こ
と

を
指
す
︹
三
澤
注
︺︶
の
修
理
が
必
要
で
︑
そ
れ
に
加
え
て
一
○
年
目

に
は
総
葺
替
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

　
③ 

そ
の
費
用
は
︑
前
者
が
二
分
︑
後
者
が
三
両
で
あ
り
︑
一
○
年
間
に
︑

合
計
二
四
両
が
必
要
に
な
る
︒

　
④ 

こ
れ
に
対
し
て
桟
瓦
葺
の
場
合
は
︑
四
～
五
年
に
一
度
︑
五
○
～
一
○

○
枚
の
瓦
を
交
換
す
れ
ば
よ
い
︒

　
⑤ 

結
果
的
に
︑
後
者
の
方
が
安
く
付
く
の
で
︑
瓦
葺
き
に
し
た
い
︒

平
井
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に₃₅
︑
こ
れ
は
︑
正
眼
寺
側
が
瓦
葺
き
に
し
た
い

が
た
め
に
ひ
ね
り
出
し
た
論
理
と
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
︵
特
に
①
の

部
分
︶︑
茅
葺
き
と
瓦
葺
き
と
の
費
用
を
比
較
し
た
貴
重
な
史
料
で
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
︒
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
︑【
表
２
】
甲
案
に
示
さ
れ
た
︑
建
築

時
の
両
者
の
一
・
七
七
倍
の
格
差
は
︑
非
常
に
正
確
な
も
の
で
あ
る
こ
と
と
推

測
さ
れ
る
と
同
時
に
︑
将
来
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
と
︑

桟
瓦
葺
が
決
し
て
贅
沢
な
も
の
で
は
な
い
と
言
え
る
と
思
う
︒
問
題
の
所
在
は
︑

瓦
葺
建
築
が
奢
侈
で
あ
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
︑
在
中
瓦
葺
禁
止
令
に
象
徴
的

に
見
ら
れ
る
封
建
的
規
制
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
︒

し
か
し
︑
研
究
史
の
現
状
は
︑
瓦
葺
き
を
贅
沢
だ
と
評
価
す
る
立
場
か
ら
の

も
の
が
支
配
的
で
あ
る
︒
時
期
は
下
る
が
︑
西
南
戦
争
の
戦
火
に
巻
き
込
ま
れ

た
民
家
の
補
償
・
救
済
事
業
に
着
目
し
た
猪
飼
隆
明
は
︑﹁
焼
燼
家
屋
の
戸
主

は
︑
そ
の
被
害
届
の
中
に
建
物
が
瓦
葺
き
な
の
か
藁
葺
き
な
の
か
を
必
ず
明
記

し
て
い
る
﹂
と
指
摘
し
︑
瓦
一
枚
の
値
段
を
一
銭
五
厘
︑
一
坪
に
一
○
○
枚
の

瓦
が
必
要
と
算
出
し
て
い
る₃₆
︒そ
の
上
で
︑
猪
飼
は﹁
︙
瓦
屋
根
は
民
家
に
と
っ

て
︑
豊
か
さ
の
一
つ
の
象
徴
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
そ
れ

だ
け
瓦
は
高
価
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
︑
瓦
屋
根
の
割
合
が
大
き
く

な
る
ほ
ど
補
償
も
大
き
く
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
十
分
に
理
解
で
き
る
と
こ
ろ

で
あ
る
﹂₃₇

と
述
べ
る
︒
し
か
し
瓦
屋
根
の
割
合
が
大
き
く
な
れ
ば
補
償
額
も
大

き
く
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
肯
定
で
き
る
と
し
て
も
︑
だ
か
ら
瓦
は
高
価
で
︑

多
く
の
民
衆
に
は
手
が
出
せ
な
か
っ
た
︵﹁
豊
か
さ
の
象
徴
﹂︶
と
い
う
理
解
や
︑

そ
の
理
解
を
農
村
部
も
含
め
て
一
般
化
し
よ
う
と
す
る
類
推
に
は
︑
論
理
飛
躍

が
あ
る
だ
ろ
う
︒

猪
飼
が
︑
主
な
調
査
対
象
と
し
た
熊
本
県
第
一
大
区
は
旧
城
下
町
に
当
た
り
︑

先
述
し
た
近
世
期
に
お
け
る
建
築
上
の
身
分
標
章
と
の
関
係
で
︑
も
と
も
と
瓦

葺
建
築
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
で
あ
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
西
南
戦

熊本藩の在中瓦葺禁止令と江藤家住宅88

争
で
焼
失
し
た
農
村
部
の
民
家
の
多
く
は
近
世
中
後
期
に
建
築
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
︑
文
政
三
年
︵
一
八
二
○
︶
一
月
の
在
中
瓦
葺
禁
止
令
を
抜
き
に

し
て
は
︑
そ
の
歴
史
的
評
価
は
で
き
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
︒
村
に
住
む

百
姓
た
ち
︑
特
に
在
御
家
人
に
な
る
よ
う
な
位
置
に
あ
る
者
た
ち
に
と
っ
て
は
︑

瓦
が
高
価
だ
か
ら
瓦
葺
に
で
き
な
い
の
で
は
な
く
︑
瓦
葺
に
で
き
る
経
済
力
が

あ
り
な
が
ら
︑
禁
止
令
に
よ
っ
て
厳
し
く
規
制
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
瓦
葺

に
は
で
き
な
か
っ
た
と
理
解
し
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
︒

四
、
在
中
瓦
葺
禁
止
令
の
解
除

そ
れ
で
は
︑
江
藤
家
住
宅
は
な
ぜ
在
中
瓦
葺
禁
止
令
の
例
外
と
し
て
認
め

ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
在
中
瓦
葺
禁
止
令
が
出
さ
れ
る
前
年
の
文
政
二
年

︵
一
八
一
九
︶
一
二
月
に
︑
熊
本
藩
政
府
は
︑
農
村
部
の
家
造
を
質
素
に
す
る

こ
と
を
求
め
な
が
ら
も
︑
そ
の
例
外
規
定
も
示
し
て
い
る
︒

　 

家
造
之
儀
︑
質
素
第
一
ニ
相
心
得
︑
身
代
之
貧
福
ニ
不
係
藺
畳
・
ら
ん

間
・
違
棚
・
な⎝
長
押
⎠

け
し
・
釘
隠
︑
美
麗
之
建
具
等
を
用
候
造
作
并
仕
継
共
一

切
難
叶
︑
併
宿
町
并
農
家
ニ
而
茂
御
巡
見
様
︑
其
外
御
大
名
様
御
休
泊
を

受
来
候
ケ
所
者
別
段
之
儀
ニ
候
得
共
︑
夫
共
可
成
丈
質
素
ニ
相
心
得
可
申

事₃₈

こ
こ
で
は
︑
幕
府
の
巡
見
使
︵
江
戸
幕
府
が
全
国
各
地
に
派
遣
し
た
役
人

で
︑
そ
の
地
の
政
情
・
民
情
を
復
命
し
た
︶
や
参
勤
交
代
の
諸
大
名
が
﹁
休

泊
﹂
す
る
可
能
性
が
あ
る
家
に
つ
い
て
は
︑﹁
恥
ず
か
し
く
な
い
だ
け
の
設
備

を
整
え
ろ
﹂
と
命
じ
︑
こ
れ
を
﹁
別
段
之
儀
﹂
と
呼
ん
で
い
る
︒
江
藤
家
側
の

諸
記
録
に
巡
見
使
や
大
名
が
立
ち
寄
っ
た
形
跡
は
見
い
出
せ
な
い
が
︑
慶
応
二

年
︵
一
八
六
六
︶
に
︑
細
川
護
久
・
護
美
兄
弟
が
訪
れ
て
い
る
と
い
う
記
録
は

残
っ
て
い
る₃₉
︒
こ
の
時
の
当
主
は
江
藤
武
七
郎
で
︑
そ
の
際
︑
細
川
兄
弟
は
︑

江
藤
家
で
見
せ
て
も
ら
っ
た
﹁
桜
川
之
鐙
﹂
を
気
に
入
り
︑﹁
近
日
中
に
差
し

出
す
よ
う
に
﹂
命
じ
て
い
る
︒
後
日
︑﹁
桜
川
之
鐙
﹂
を
献
上
し
た
江
藤
武
七

郎
に
は
︑﹁︵
狩
野
︱
三
澤
注
︶
探
信
筆
︑
龍
門
絵
︑
御
懸
物
二
幅
﹂
と
﹁
白
嶋

石
　
御
花
入
﹂
と
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
明
治
一
○
年
︵
一
八
七
七
︶
一

月
の
西
南
戦
争
勃
発
に
際
し
て
︑
細
川
護
久
の
娘
た
ち
︵
嘉
寿
・
宜
・
志
津
︶

は
戦
火
を
避
け
る
た
め
︑
二
月
一
九
日
か
ら
四
月
二
七
日
ま
で
︑
熊
本
県
内
で

﹁
逃
避
行
﹂
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
︑
平
穏
を
取
り
戻
し
た
熊
本
市
中
に
帰
る

前
日
に
︑
江
藤
家
で
一
泊
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
る₄₀
︒
江
藤
家
住
宅
が
︑

こ
う
し
た
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
想
定
し
た
上
で
︑
禁
止
令
の
例
外
と
し
て
瓦

葺
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
︒

最
後
に
︑
在
中
瓦
葺
禁
止
令
の
解
除
と
そ
の
歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
︑

本
稿
を
閉
じ
た
い
︒
そ
の
解
除
は
︑
明
治
三
年
︵
一
八
七
○
︶
七
月
︑
藩
政
改

革
の
一
環
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
通
達
の
中
で
︑﹁
農
家
之
家
作
・
衣
類
・
雨
具

等
ニ
至
迄
︑
旧
制
を
廃
止
︑
実
用
を
主
と
す
へ
き
事
﹂₄₁

が
宣
言
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
実
現
し
た
︒
本
稿
で
は
熊
本
藩
の
明
治
三
年
藩
政
改
革
の
内
容
紹
介
や

評
価
に
つ
い
て
は
深
入
り
し
な
い
が₄₂
︑
全
五
个
条
の
規
制
解
除
の
一
つ
と
し
て
︑

﹁
農
家
之
家
作
﹂
に
関
す
る
﹁
旧
制
﹂
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
︒

こ
の
点
を
正
確
に
踏
ま
え
れ
ば
︑
こ
れ
ま
で
人
口
に
膾
炙
し
て
き
た
︑
次
の

史
料
の
読
み
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
︒

　 

従
前
土
地
に
賦
課
し
た
る
租
税
に
本
税
と
雑
税
と
有
之
︑
而
し
て
雑
税
の

高
ハ
本
税
の
殆
ん
と
三
分
の
一
に
も
達
せ
ん
と
す
る
程
に
有
之
候
処
︑
彼

有
名
な
る
御
直
書
に
も
有
之
候
通
︑
君
︵
細
川
護
久
の
こ
と
︱
三
澤
注
︶

断
然
之
を
解
放
し
給
ひ
候
ニ
付
︑
民
力
一
時
に
膨
張
し
て
従
前
は
一
箇
の

土
蔵
も
な
か
り
し
寒
村
に
俄
に
土
蔵
の
出
来
る
や
ら
︑
一
軒
の
瓦
屋
根
を

も
見
る
こ
と
を
得
さ
り
し
貧
村
に
続
々
瓦
屋
根
を
見
る
に
至
る
等
︑
御
解

放
後
︑
未
だ
期
年
な
ら
ず
し
て
百
姓
の
富
力
著
し
く
増
加
し
た
る
を
覚
へ

候₄₃

こ
れ
は
明
治
三
年
改
革
の
中
心
人
物
の
一
人
︑
徳
富
一
敬
の
談
話
を
記
録
し

た
も
の
だ
が
︑
改
革
の
目
玉
政
策
で
あ
る
雑
税
約
九
万
石
の
免
除
の
影
響
の
大

三　澤　　　純



88

争
で
焼
失
し
た
農
村
部
の
民
家
の
多
く
は
近
世
中
後
期
に
建
築
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
︑
文
政
三
年
︵
一
八
二
○
︶
一
月
の
在
中
瓦
葺
禁
止
令
を
抜
き
に

し
て
は
︑
そ
の
歴
史
的
評
価
は
で
き
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
︒
村
に
住
む

百
姓
た
ち
︑
特
に
在
御
家
人
に
な
る
よ
う
な
位
置
に
あ
る
者
た
ち
に
と
っ
て
は
︑

瓦
が
高
価
だ
か
ら
瓦
葺
に
で
き
な
い
の
で
は
な
く
︑
瓦
葺
に
で
き
る
経
済
力
が

あ
り
な
が
ら
︑
禁
止
令
に
よ
っ
て
厳
し
く
規
制
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
瓦
葺

に
は
で
き
な
か
っ
た
と
理
解
し
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
︒

四
、
在
中
瓦
葺
禁
止
令
の
解
除

そ
れ
で
は
︑
江
藤
家
住
宅
は
な
ぜ
在
中
瓦
葺
禁
止
令
の
例
外
と
し
て
認
め

ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
在
中
瓦
葺
禁
止
令
が
出
さ
れ
る
前
年
の
文
政
二
年

︵
一
八
一
九
︶
一
二
月
に
︑
熊
本
藩
政
府
は
︑
農
村
部
の
家
造
を
質
素
に
す
る

こ
と
を
求
め
な
が
ら
も
︑
そ
の
例
外
規
定
も
示
し
て
い
る
︒

　 

家
造
之
儀
︑
質
素
第
一
ニ
相
心
得
︑
身
代
之
貧
福
ニ
不
係
藺
畳
・
ら
ん

間
・
違
棚
・
な⎝
長
押
⎠

け
し
・
釘
隠
︑
美
麗
之
建
具
等
を
用
候
造
作
并
仕
継
共
一

切
難
叶
︑
併
宿
町
并
農
家
ニ
而
茂
御
巡
見
様
︑
其
外
御
大
名
様
御
休
泊
を

受
来
候
ケ
所
者
別
段
之
儀
ニ
候
得
共
︑
夫
共
可
成
丈
質
素
ニ
相
心
得
可
申

事₃₈

こ
こ
で
は
︑
幕
府
の
巡
見
使
︵
江
戸
幕
府
が
全
国
各
地
に
派
遣
し
た
役
人

で
︑
そ
の
地
の
政
情
・
民
情
を
復
命
し
た
︶
や
参
勤
交
代
の
諸
大
名
が
﹁
休

泊
﹂
す
る
可
能
性
が
あ
る
家
に
つ
い
て
は
︑﹁
恥
ず
か
し
く
な
い
だ
け
の
設
備

を
整
え
ろ
﹂
と
命
じ
︑
こ
れ
を
﹁
別
段
之
儀
﹂
と
呼
ん
で
い
る
︒
江
藤
家
側
の

諸
記
録
に
巡
見
使
や
大
名
が
立
ち
寄
っ
た
形
跡
は
見
い
出
せ
な
い
が
︑
慶
応
二

年
︵
一
八
六
六
︶
に
︑
細
川
護
久
・
護
美
兄
弟
が
訪
れ
て
い
る
と
い
う
記
録
は

残
っ
て
い
る₃₉
︒
こ
の
時
の
当
主
は
江
藤
武
七
郎
で
︑
そ
の
際
︑
細
川
兄
弟
は
︑

江
藤
家
で
見
せ
て
も
ら
っ
た
﹁
桜
川
之
鐙
﹂
を
気
に
入
り
︑﹁
近
日
中
に
差
し

出
す
よ
う
に
﹂
命
じ
て
い
る
︒
後
日
︑﹁
桜
川
之
鐙
﹂
を
献
上
し
た
江
藤
武
七

郎
に
は
︑﹁︵
狩
野
︱
三
澤
注
︶
探
信
筆
︑
龍
門
絵
︑
御
懸
物
二
幅
﹂
と
﹁
白
嶋

石
　
御
花
入
﹂
と
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
明
治
一
○
年
︵
一
八
七
七
︶
一

月
の
西
南
戦
争
勃
発
に
際
し
て
︑
細
川
護
久
の
娘
た
ち
︵
嘉
寿
・
宜
・
志
津
︶

は
戦
火
を
避
け
る
た
め
︑
二
月
一
九
日
か
ら
四
月
二
七
日
ま
で
︑
熊
本
県
内
で

﹁
逃
避
行
﹂
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
︑
平
穏
を
取
り
戻
し
た
熊
本
市
中
に
帰
る

前
日
に
︑
江
藤
家
で
一
泊
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
る₄₀
︒
江
藤
家
住
宅
が
︑

こ
う
し
た
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
想
定
し
た
上
で
︑
禁
止
令
の
例
外
と
し
て
瓦

葺
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
︒

最
後
に
︑
在
中
瓦
葺
禁
止
令
の
解
除
と
そ
の
歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
︑

本
稿
を
閉
じ
た
い
︒
そ
の
解
除
は
︑
明
治
三
年
︵
一
八
七
○
︶
七
月
︑
藩
政
改

革
の
一
環
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
通
達
の
中
で
︑﹁
農
家
之
家
作
・
衣
類
・
雨
具

等
ニ
至
迄
︑
旧
制
を
廃
止
︑
実
用
を
主
と
す
へ
き
事
﹂₄₁

が
宣
言
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
実
現
し
た
︒
本
稿
で
は
熊
本
藩
の
明
治
三
年
藩
政
改
革
の
内
容
紹
介
や

評
価
に
つ
い
て
は
深
入
り
し
な
い
が₄₂
︑
全
五
个
条
の
規
制
解
除
の
一
つ
と
し
て
︑

﹁
農
家
之
家
作
﹂
に
関
す
る
﹁
旧
制
﹂
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
︒

こ
の
点
を
正
確
に
踏
ま
え
れ
ば
︑
こ
れ
ま
で
人
口
に
膾
炙
し
て
き
た
︑
次
の

史
料
の
読
み
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
︒

　 

従
前
土
地
に
賦
課
し
た
る
租
税
に
本
税
と
雑
税
と
有
之
︑
而
し
て
雑
税
の

高
ハ
本
税
の
殆
ん
と
三
分
の
一
に
も
達
せ
ん
と
す
る
程
に
有
之
候
処
︑
彼

有
名
な
る
御
直
書
に
も
有
之
候
通
︑
君
︵
細
川
護
久
の
こ
と
︱
三
澤
注
︶

断
然
之
を
解
放
し
給
ひ
候
ニ
付
︑
民
力
一
時
に
膨
張
し
て
従
前
は
一
箇
の

土
蔵
も
な
か
り
し
寒
村
に
俄
に
土
蔵
の
出
来
る
や
ら
︑
一
軒
の
瓦
屋
根
を

も
見
る
こ
と
を
得
さ
り
し
貧
村
に
続
々
瓦
屋
根
を
見
る
に
至
る
等
︑
御
解

放
後
︑
未
だ
期
年
な
ら
ず
し
て
百
姓
の
富
力
著
し
く
増
加
し
た
る
を
覚
へ

候₄₃

こ
れ
は
明
治
三
年
改
革
の
中
心
人
物
の
一
人
︑
徳
富
一
敬
の
談
話
を
記
録
し

た
も
の
だ
が
︑
改
革
の
目
玉
政
策
で
あ
る
雑
税
約
九
万
石
の
免
除
の
影
響
の
大
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き
さ
を
物
語
る
史
料
と
し
て
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
き
た
︒
そ
の
際
︑
私
を
含
め

て
︑
全
て
の
先
行
研
究
者
た
ち
は
︑
徳
富
が
言
う
﹁
寒
村
﹂﹁
貧
村
﹂
の
イ
メ
ー

ジ
を
︑
明
治
三
年
改
革
以
前
の
熊
本
藩
領
全
般
に
押
し
つ
け
て
き
た
︒
一
般
的

に
︑
宝
暦
・
天
明
期
︵
一
八
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
︶
に
始
ま
っ
た
右
肩
上
が
り

の
﹁
高
度
経
済
成
長
﹂
が
︑
天
保
期
︵
一
九
世
紀
前
半
︶
に
頭
打
ち
に
な
る
こ

と
は
日
本
近
世
経
済
史
の
通
説
的
理
解
で
あ
る
が₄₄
︑
天
保
期
以
前
の
熊
本
藩
領

内
の
村
々
が
︑
徳
富
の
言
う
﹁
寒
村
﹂﹁
貧
村
﹂
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
致
し
な
い

こ
と
は
︑
文
政
三
年
︵
一
八
二
○
︶
に
在
中
瓦
葺
禁
止
令
が
発
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
十
分
に
伺
う
こ
と
が
で
き
る
︒
文
政
五
年
に
代
々
︑
惣
庄
屋
を

務
め
る
家
筋
に
生
ま
れ
た
徳
富₄₅
が
禁
止
令
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
づ
ら
く
︑

ま
た
彼
の
眼
に
も
禁
止
令
以
前
に
建
設
さ
れ
た
瓦
葺
屋
根
を
持
つ
家
々
が
点
在

す
る
農
村
の
風
景
が
映
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
︒
と
す
れ
ば
︑
こ
の
談
話
が
天

保
期
以
降
の
経
済
停
滞
の
状
況
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
も
︑
雑

税
免
除
政
策
を
︑
現
実
以
上
に
美
化
す
る
た
め
に
バ
イ
ア
ス
を
も
っ
て
語
ら
れ

た
側
面
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
︒﹁
期
年
な
ら
ず
し
て
︵
一
年

も
経
た
な
い
う
ち
に
︱
三
澤
注
︶﹂︑
農
村
部
で
﹁
続
々
瓦
屋
根
を
見
る
﹂
よ
う

に
な
っ
た
要
因
と
し
て
︑
も
ち
ろ
ん
雑
税
免
除
策
に
よ
っ
て
﹁
百
姓
の
富
力
著

し
く
増
加
﹂
し
た
こ
と
を
挙
げ
う
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
︑
同
じ
タ
イ
ミ
ン

グ
で
在
中
瓦
葺
禁
止
令
が
撤
廃
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
︒
先

に
検
討
し
た
猪
飼
の
分
析
も
︑
こ
の
徳
富
談
話
を
出
発
点
と
し
て
お
り
︑
そ
の

意
味
で
は
︑
在
中
瓦
葺
禁
止
令
の
﹁
発
見
﹂
は
︑
単
に
建
築
史
の
み
な
ら
ず
︑

今
後
︑
近
世
後
期
以
降
の
熊
本
藩
領
社
会
を
考
え
て
い
く
上
で
︑
重
要
な
意
義

を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
︒
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究
編
﹃
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生
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宏
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室
諦
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﹃
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︑
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九
五
八
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︶︒
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八
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帳
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書
﹂︒

　
19 

熊
本
県
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
所
蔵
︑
小
田
家
文
書
一
︱
一
︱

一
四
︒

　
　
　﹁
河
江
旧
記
﹂︵
以
下
︑﹁
旧
記
﹂
と
略
記
︶
は
︑
河
江
手
永
会
所
で
作
成
さ

れ
た
も
の
で
︑
明
和
元
年
︵
一
七
六
四
︶
か
ら
明
治
三
年
六
月
ま
で
の
藩
政
府

か
ら
の
触
書
を
編
年
順
に
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
︒﹁
旧
記
﹂
の
一
大
特
徴

は
︑
こ
れ
ら
の
触
を
内
容
ご
と
に
分
類
整
理
し
た
索
引
﹁
類
寄
頭
書
目
録
﹂︵
以

下
︑﹁
類
寄
﹂
と
略
記
︶
が
付
属
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
つ
ま
り
﹁
類
寄
﹂
は
︑

熊
本
藩
庁
諸
機
関
か
ら
発
せ
ら
れ
た
通
達
類
を
︑﹁
御
郡
格
﹂﹁
宇
土
方
格
﹂﹁
薬

種
﹂﹁
熊
本
御
役
人
出
在
方
﹂
等
一
四
○
項
目
に
分
類
し
︑
諸
通
達
の
表
題
を
編

年
順
に
掲
載
し
て
︑
そ
れ
ら
が
﹁
旧
記
﹂
本
編
の
第
何
冊
目
の
第
何
番
目
に
載
っ

て
い
る
か
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒
こ
こ
か
ら
︑
明
治
以
後
に
内
閣
官

報
局
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
る
﹃
法
令
全
書
﹄
と
﹃
法
規
分
類
大
全
﹄
と
を
連
想

す
る
こ
と
は
︑
極
め
て
自
然
な
発
想
で
あ
ろ
う
︒
一
方
︑
熊
本
藩
の
場
合
︑
藩

政
文
書
に
は
こ
の
よ
う
な
法
令
索
引
は
存
在
せ
ず
︑
こ
う
し
た
作
業
が
惣
庄
屋

を
中
心
と
す
る
地
方
役
人
た
ち
の
手
で
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
︑
筆
者

は
大
き
な
注
目
を
寄
せ
て
お
り
︑
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
︑
若
干
の
見
通

し
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
︵
拙
稿
﹁﹃
河
江
旧
記
﹄
の
本
格
的
分
析
開
始
に
期
待

す
る
﹂︑
熊
本
県
博
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館
ネ
ッ
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令
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５
回
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同
書
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村
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近

世
史
研
究
﹂
は
︑﹁
河
江
旧
記
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が
実
際
に
︑
熊
本
藩
領
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役
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た
ち
に
利
用
さ
れ
て
お
り
︑﹁
ア
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カ
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ブ
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し
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機
能
し
て
い
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こ
と
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実

証
し
て
い
る
︒
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10 

石
井
清
喜
﹃
熊
本
の
家
と
暮
ら
し
﹄︵
私
家
版
︑
一
九
九
一
年
︶︒

　
11 

前
掲
江
藤
家
文
書
﹁
文
化
十
四
年
　
永
々
記
録
﹂︒

　
12 

﹃
大
津
町
史
﹄
に
よ
れ
ば
︑
森
村
の
山
口
の
担
当
区
域
は
︑
中
代
村
・
中
代
出

分
・
下
町
村
・
町
村
・
中
島
村
・
下
陣
内
村
・
陣
内
村
・
森
村
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
︵
同
書
五
八
一
ペ
ー
ジ
︶︒

　
13	

西
山
禎
一
﹃
熊
本
藩
役
職
者
一
覧
﹄︵
細
川
藩
政
史
研
究
会
︑
二
○
○
七
年
︶︒

　
14 

主
屋
の
広
間
二
階
天
井
裏
に
掲
げ
ら
れ
た
棟
札
に
﹁
文
政
十
三
年
五
月
中
旬
　

清
左
衛
門
作
之
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︵﹃
報
告
書
﹄﹁
写
真
﹂
八
五
ペ
ー
ジ
︶︒

　
15 

長
野
浩
典﹃
あ
る
村
の
幕
末
・
維
新
﹄︵
弦
書
房
︑
二
○
一
三
年
︶一
一
八
ペ
ー

ジ
～
一
一
九
ペ
ー
ジ
︒

　
16 

細
川
藩
政
史
研
究
編
﹃
熊
本
藩
年
表
稿
﹄︵
一
九
七
四
年
︶︒

　
17 

生
田
宏
著
・
圭
室
諦
成
校
訂
﹃
肥
後
近
世
史
年
表
﹄︵
日
本
談
義
社
︑

一
九
五
八
年
︶︒

　
18 

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
架
蔵
︑
永
青
文
庫
細
川
家
文
書
・
文
八
︱
一
︱
二
八
　

﹁
覚
帳
頭
書
﹂︒

　
19 

熊
本
県
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
所
蔵
︑
小
田
家
文
書
一
︱
一
︱

一
四
︒

　
　
　﹁
河
江
旧
記
﹂︵
以
下
︑﹁
旧
記
﹂
と
略
記
︶
は
︑
河
江
手
永
会
所
で
作
成
さ

れ
た
も
の
で
︑
明
和
元
年
︵
一
七
六
四
︶
か
ら
明
治
三
年
六
月
ま
で
の
藩
政
府

か
ら
の
触
書
を
編
年
順
に
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
︒﹁
旧
記
﹂
の
一
大
特
徴

は
︑
こ
れ
ら
の
触
を
内
容
ご
と
に
分
類
整
理
し
た
索
引
﹁
類
寄
頭
書
目
録
﹂︵
以

下
︑﹁
類
寄
﹂
と
略
記
︶
が
付
属
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
つ
ま
り
﹁
類
寄
﹂
は
︑

熊
本
藩
庁
諸
機
関
か
ら
発
せ
ら
れ
た
通
達
類
を
︑﹁
御
郡
格
﹂﹁
宇
土
方
格
﹂﹁
薬

種
﹂﹁
熊
本
御
役
人
出
在
方
﹂
等
一
四
○
項
目
に
分
類
し
︑
諸
通
達
の
表
題
を
編

年
順
に
掲
載
し
て
︑
そ
れ
ら
が
﹁
旧
記
﹂
本
編
の
第
何
冊
目
の
第
何
番
目
に
載
っ

て
い
る
か
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒
こ
こ
か
ら
︑
明
治
以
後
に
内
閣
官

報
局
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
る
﹃
法
令
全
書
﹄
と
﹃
法
規
分
類
大
全
﹄
と
を
連
想

す
る
こ
と
は
︑
極
め
て
自
然
な
発
想
で
あ
ろ
う
︒
一
方
︑
熊
本
藩
の
場
合
︑
藩

政
文
書
に
は
こ
の
よ
う
な
法
令
索
引
は
存
在
せ
ず
︑
こ
う
し
た
作
業
が
惣
庄
屋

を
中
心
と
す
る
地
方
役
人
た
ち
の
手
で
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
︑
筆
者

は
大
き
な
注
目
を
寄
せ
て
お
り
︑
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
︑
若
干
の
見
通

し
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
︵
拙
稿
﹁﹃
河
江
旧
記
﹄
の
本
格
的
分
析
開
始
に
期
待

す
る
﹂︑
熊
本
県
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
令
和
元
年
度
第
５
回
企
画
展

﹁
松
橋
地
域
に
残
る
古
文
書
の
世
界
﹂参
考
資
料
集﹃
河
江
旧
記︵
抜
書
︶解
説
﹄

所
収
︶︒
な
お
︑
同
書
所
収
の
今
村
直
樹
﹁
地
域
行
政
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
日
本
近

世
史
研
究
﹂
は
︑﹁
河
江
旧
記
﹂
が
実
際
に
︑
熊
本
藩
領
内
の
多
く
の
地
方
役
人

た
ち
に
利
用
さ
れ
て
お
り
︑﹁
ア
ー
カ
イ
ブ
﹂
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
実

証
し
て
い
る
︒

　
20 
﹃
建
築
大
事
典
　
第
二
版
﹄︵
彰
国
社
︑
一
九
九
三
年
︶
六
九
ペ
ー
ジ
︒

　
21 

﹁
在
中
瓦
葺
禁
止
令
﹂
を
記
録
し
て
い
る
﹁
河
江
旧
記
﹂︵
前
掲
小
田
家
文
書

一
︱
一
︱
一
四
︶
の
中
に
は
︑
文
政
元
年
︵
一
八
一
八
︶
に
発
せ
ら
れ
た
﹁
人

家
近
ク
花
火
流
星
揚
間
敷
事
﹂
と
い
う
通
達
も
残
さ
れ
て
い
る
︒﹁
流
星
﹂
と
は
︑
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﹁
の
ろ
し
や
花
火
で
︑
曲
線
を
描
い
て
光
り
な
が
ら
流
れ
落
ち
る
さ
ま
の
も
の
﹂

︵﹃
日
本
国
語
大
辞
典
﹄︶
で
あ
る
が
︑
こ
こ
で
は
文
化
九
年
︵
一
八
一
二
︶
に

も
同
趣
旨
の
通
達
を
出
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
通
達
も
火
災
予
防
の

観
点
か
ら
だ
け
で
は
な
く
︑
化
政
期
の
民
間
社
会
に
お
け
る
経
済
力
の
大
き
さ

と
い
う
観
点
か
ら
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
︒

　
22 

丸
山
俊
明
﹁
一
八
～
一
九
世
紀
の
京
都
の
町
並
景
観
と
瓦
葺
規
制
﹂︵﹃
日
本

建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
﹄
第
五
八
五
号
︹
二
○
○
五
年
︺︶︒

　
23 

木
本
泰
二
郎
﹁
国
指
定
重
要
文
化
財
建
造
物
　
江
藤
家
住
宅
復
旧
工
事
﹂︵
二

○
二
二
年
一
二
月
三
日
︑
熊
本
史
学
会
秋
季
研
究
発
表
大
会
レ
ジ
ュ
メ
︶︒

　
24 

同
右
︒

　
25 

高
柳
真
三
・
石
井
良
助
編﹃
御
触
書
寛
保
集
成
﹄︵
岩
波
書
店
︑
一
九
三
四
年
︶

八
三
六
ペ
ー
ジ
︒

　
26 

大
石
学
﹃
吉
宗
と
享
保
の
改
革
﹄︵
東
京
堂
出
版
︑
二
○
○
一
年
︶
等
を
参
照

の
こ
と
︒

　
27 

藩
法
研
究
会
編
﹃
藩
法
集
７
　
熊
本
藩
﹄︵
創
文
社
︑
一
九
六
六
年
︶
八
五
一

ペ
ー
ジ
︒

　
28 

熊
本
藩
領
で
城
下
町
と
し
て
の
熊
本
町
と
︑
こ
れ
に
準
じ
た
四
个
町
︵
川
尻

町
・
高
瀬
町
・
高
橋
町
・
八
代
町
︶
の
総
称
︒
町
奉
行
が
管
轄
し
︑
住
民
に
は

種
々
の
特
権
が
与
え
ら
れ
た
︒

　
29 

杉
本
宏
﹁
桟
瓦
考
﹂︵﹃
考
古
学
研
究
﹄
第
四
六
巻
第
四
号
︹
二
○
○
○
年
︺︶︒

　
30 

熊
本
県
立
図
書
館
所
蔵
︑
多
田
隈
家
文
書
モ
タ
エ
一
一
五
五
︒

　
31 

中
川
斎
﹃
肥
後
高
瀬
藩
史
﹄︵
一
九
六
九
年
︶︒

　
32 

玉
名
市
立
歴
史
博
物
館
こ
こ
ろ
ピ
ア
編
﹃
玉
名
市
史
﹄
通
史
篇
下
巻
︵
二
○

○
五
年
︶︒

　
33 

平
井
俊
行
﹁
妙
心
寺
文
書
﹃
記
録
﹄
に
見
る
﹃
並
べ
瓦
﹄・﹃
丸
付
並
へ
瓦
﹄﹂

︵﹃
建
築
史
学
﹄
第
二
一
巻
︑
一
九
九
三
年
︶︒

　
34 

前
掲
平
井
論
文
六
一
ペ
ー
ジ
︒
な
お
原
史
料
は
︑
妙
心
寺
所
蔵
文
書
﹁
記
録
﹂︒

平
井
に
よ
れ
ば
︑﹁
記
録
﹂
は
︑
毎
年
の
本
山
で
の
出
来
事
を
一
年
一
冊
に
ま
と

め
た
も
の
で
︑
延
宝
四
年
︵
一
六
七
八
︶
か
ら
︑
慶
応
四
年
︵
一
八
六
八
︶
ま
で
︑

一
部
を
欠
き
な
が
ら
も
︑
一
八
八
年
分
が
現
存
し
て
い
る
と
い
う
︒

　
35 

前
掲
平
井
論
文
六
一
ペ
ー
ジ
︒

　
36 

猪
飼
隆
明
﹁
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
民
衆
の
居
住
空
間
と
生
活
に
つ
い
て

の
研
究
﹂︵
田
村
貞
雄
編
﹃
幕
末
維
新
論
集
８
　
形
成
期
の
明
治
国
家
﹄︹
吉
川

弘
文
館
︑
二
○
○
一
年
︺
所
収
︶
三
八
五
ペ
ー
ジ
︒
但
し
︑
本
論
文
の
初
出
は

一
九
九
四
年
︒

　
37 

同
右
猪
飼
論
文
三
八
五
ペ
ー
ジ
︒

　
38 

七
浦
古
文
書
会
編
﹃
六
車
家
文
書
︵
一
︶﹄︵
二
○
○
○
年
︶
九
八
ペ
ー
ジ
︒

　
39 

江
藤
家
文
書
﹁
安
政
四
年
　
永
々
記
録
﹂︵
目
録
番
号
２
︶︒

　
40 

拙
稿
﹁
お
姫
様
た
ち
の
西
南
戦
争
﹂︵
熊
本
大
学
﹃
文
学
部
論
叢
﹄
第
九
三
号

︹
二
○
○
七
年
︺︶︒

　
41 

三
澤
所
蔵
︑
本
郷
家
文
書
﹁
御
変
革
御
布
告
筋
之
内
写
﹂︒
な
お
本
史
料
は
︑

旧
熊
本
藩
領
内
の
地
方
文
書
に
広
く
写
し
取
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
︒

　
42 

近
年
の
研
究
成
果
と
し
て
︑
①
拙
稿
﹁
熊
本
藩
明
治
三
年
藩
政
改
革
の
再
検

討
﹂︵
熊
本
大
学
﹃
文
学
部
論
叢
﹄
第
一
○
九
号
︑
二
○
一
八
年
︶︑
②
今
村
直

樹
﹁
地
方
行
財
政
の
﹃
維
新
﹄
︱
明
治
三
年
熊
本
藩
雑
税
廃
止
再
考
︱
﹂︵﹃
熊

本
史
学
﹄
第
一
○
一
号
︑
二
○
二
○
年
︶
を
挙
げ
て
お
く
︒

　
43 

﹁
故
護
久
公
御
事
蹟
調
﹂︵﹃
改
訂
肥
後
藩
国
事
史
料
﹄
巻
十
︹
一
九
三
二
年
︺︶

五
七
○
ペ
ー
ジ
︒

　
44 

例
え
ば
︑
中
西
聡
編
﹃
日
本
経
済
の
歴
史
﹄︵
名
古
屋
大
学
出
版
会
︑
二
○

一
三
年
︶︒

　
45 
﹁
徳
富
一
敬
自
伝
﹂︵﹃
肥
後
先
哲
偉
蹟
﹄後
篇︹
一
九
二
八
年
︺︶七
三
二
ペ
ー
ジ
︒

熊本藩の在中瓦葺禁止令と江藤家住宅92

〔
付
記
〕

 
 

本
稿
の
内
容
を
初
め
て
発
表
し
た
の
は
︑
二
〇
二
二
年
度
熊
本
史
学
会
秋
季

研
究
発
表
大
会
︵
於
熊
本
県
立
図
書
館
大
研
修
室
︑
同
年
一
二
月
三
日
︶
の
場

で
あ
っ
た
︒
そ
の
際
︑
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
︒

当
日
︑
一
緒
に
発
表
し
た
株
式
会
社
文
化
財
保
存
計
画
協
会
の
木
本
泰
二
郎
氏

に
は
︑
本
稿
発
表
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
だ
け
で
は
な
く
︑
新
た
に
【
図
４
】

の
写
真
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
︒

 
 

ま
た
本
稿
投
稿
後
︑
熊
本
近
代
史
研
究
会
例
会
︵
於
熊
本
市
民
会
館
第
二
会

議
室
︑
二
〇
二
四
年
一
月
一
三
日
︶
で
も
発
表
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
︒
そ
の

場
に
は
江
藤
武
紀
氏
ご
夫
妻
も
出
席
さ
れ
︑﹁
土
山
瓦
の
生
産
地
が
近
く
︑
瓦
が

手
に
入
り
や
す
か
っ
た
﹂
と
い
う
︑
江
藤
家
に
伝
わ
る
言
い
伝
え
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
︒﹁
土
山
瓦
﹂は
︑
上
益
城
郡
鯰
手
永
小
池
村︵
現
益
城
町
土
山
地
区
︶

で
︑
一
八
世
紀
初
め
頃
か
ら
生
産
さ
れ
て
い
た
瓦
で
あ
る
︒
こ
の
﹁
土
山
瓦
﹂

に
つ
い
て
︑﹃
益
城
町
史
﹄︵
一
九
九
〇
年
︶
は
︑﹁
一
帯
の
水
田
下
に
広
が
る
良

質
の
粘
土
と
︑
村
の
裏
山
で
あ
る
飯
田
山
か
ら
採
集
で
き
る
燃
料
の
松
な
ど
の

良
い
条
件
に
恵
ま
れ
て
︑
瓦
造
り
が
営
ま
れ
た
﹂
と
説
明
し
て
い
る
︵
六
八
三

ペ
ー
ジ
︶︒

 
 

最
後
に
な
っ
た
が
︑
熊
本
大
学
文
学
部
の
吉
村
理
抄
さ
ん
に
は
︑
写
真
デ
ー

タ
の
加
工
に
関
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
︒
皆
さ
ん
に
︑
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま

す
︒
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〔
付
記
〕

 
 

本
稿
の
内
容
を
初
め
て
発
表
し
た
の
は
︑
二
〇
二
二
年
度
熊
本
史
学
会
秋
季

研
究
発
表
大
会
︵
於
熊
本
県
立
図
書
館
大
研
修
室
︑
同
年
一
二
月
三
日
︶
の
場

で
あ
っ
た
︒
そ
の
際
︑
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
︒

当
日
︑
一
緒
に
発
表
し
た
株
式
会
社
文
化
財
保
存
計
画
協
会
の
木
本
泰
二
郎
氏

に
は
︑
本
稿
発
表
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
だ
け
で
は
な
く
︑
新
た
に
【
図
４
】

の
写
真
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
︒

 
 

ま
た
本
稿
投
稿
後
︑
熊
本
近
代
史
研
究
会
例
会
︵
於
熊
本
市
民
会
館
第
二
会

議
室
︑
二
〇
二
四
年
一
月
一
三
日
︶
で
も
発
表
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
︒
そ
の

場
に
は
江
藤
武
紀
氏
ご
夫
妻
も
出
席
さ
れ
︑﹁
土
山
瓦
の
生
産
地
が
近
く
︑
瓦
が

手
に
入
り
や
す
か
っ
た
﹂
と
い
う
︑
江
藤
家
に
伝
わ
る
言
い
伝
え
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
︒﹁
土
山
瓦
﹂は
︑
上
益
城
郡
鯰
手
永
小
池
村︵
現
益
城
町
土
山
地
区
︶

で
︑
一
八
世
紀
初
め
頃
か
ら
生
産
さ
れ
て
い
た
瓦
で
あ
る
︒
こ
の
﹁
土
山
瓦
﹂

に
つ
い
て
︑﹃
益
城
町
史
﹄︵
一
九
九
〇
年
︶
は
︑﹁
一
帯
の
水
田
下
に
広
が
る
良

質
の
粘
土
と
︑
村
の
裏
山
で
あ
る
飯
田
山
か
ら
採
集
で
き
る
燃
料
の
松
な
ど
の

良
い
条
件
に
恵
ま
れ
て
︑
瓦
造
り
が
営
ま
れ
た
﹂
と
説
明
し
て
い
る
︵
六
八
三

ペ
ー
ジ
︶︒

 
 

最
後
に
な
っ
た
が
︑
熊
本
大
学
文
学
部
の
吉
村
理
抄
さ
ん
に
は
︑
写
真
デ
ー

タ
の
加
工
に
関
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
︒
皆
さ
ん
に
︑
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま

す
︒

三　澤　　　純
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